
このアプリがおもしろそう！
こんな使い方があったか！

北海道の教育に関する情報を随
時お知らせしています。

Twitter・メルマガ更新中！！ 【Twitter】 【メルマガ】
第６３号

「ほっとネット」は、ほっかいどうの教育をより良く進めるために、
ほっとな情報を提供し、「学校・家庭・地域」のネットワークづくり
を支援する広報誌です。

■発行･編集
北海道教育庁総務政策局教育政策課
〒060-8544 札幌市中央区北3条西7丁目
TEL:011-204-5717

スマートフォンからもアクセスできます。http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ict/

ＩＣＴ機器を使うこと自体が学習の目的
ではありません。児童生徒が学習活動にお
いて、文房具と同様に、ＩＣＴ機器を身近
な道具として活用できるようになることで
学びの質を高めることを目指しています。

リアルタイムで考えを共
有しながら協働で学び合
います。

一人一人の考えを即時に
把握しながら双方向的に
授業を進めます。

デジタル教材などにより、
一人一人に応じて学習を
進めます。

クラウド上の
サービスを活用

感染症や災害等で登校できない状況となっ
た場合も、学びを保障することが可能とな
ります。

一斉学習 協働学習個別学習

道教委では、学校にお
けるＩＣＴの活用を支
援するため、「ＩＣＴ
活用ポータルサイト」
を開設しています。

Tips（ティップス）とは、小さなヒント、コツという意味の英単語です。

ＩＣＴの活用で

授業はこう変わる!

国のＧＩＧＡスクール構想により、小・中学校にお
いて、令和２年度中に１人１台端末が整備され、次年
度以降、ＩＣＴを活用した学習が本格的にスタートし
ます。
授業では、クラウド上のデータやソフトを活用して、

一人一人の考えを即時に把握しながら双方向的に授業
を進める一斉学習や、デジタル教材などにより、一人
一人に応じて学習を進める個別学習、リアルタイムで
考えを共有しながら学び合う協働学習などを行うこと
ができるようになります。

学校

Tipsの中に、興味のあるアプ
リや、おもしろいと思う内容
など、新たな学びへの糸口が
見つかるかもしれません。

児童生徒・保護者の皆様へ

詳しくはこちら

教員の皆様へ

授業でＩＣＴを活用し、児童
生徒の学びの質をさらに高め
るヒントとしてご活用くださ
い。アプリ等を最初に使用す
る際の情報をまとめたハンド
ブックや、研修等に活用でき
る資料等のリンクもあります。

授業においてICTを活用す
るアイディアやヒントを全
道の学校から集めました。



保護者や地域の皆様へ

皆さまへより良い情報を提供するため、本誌の発行に関する改善点、取り上げてほしい記事、気になる情報など、どんなことでも結構ですので、お気軽に皆様の声をお聞かせくだ
さい。お寄せいただいたご意見等は、今後の広報誌発行の参考とさせていただきます。
〒060-8544 北海道教育庁総務政策局教育政策課広報広聴係 FAX 011-232-1869  mail:kyoiku.kyosei1@pref.hokkaido.lg.jp

皆さまのご意見等
をお寄せください

－ お互いの違いや良さを認めよう －

北海道教育委員会 教育長メッセージ

令和２年１２月１日
北海道教育委員会教育長

小玉 俊宏

－ コロナ禍でもあたたかい心を －

相談窓口

STOP

○ お子さんが、いじめや差別などにより困っている時は、まずは学校の先生に相談しましょう！
○ 学校の先生に相談しづらい時は、このページの下に記載している〈相談窓口〉子ども相談支援センター
に相談しましょう！一人で悩みを抱えずに相談してください。
【相談例】いじめ、不登校、友人との関係、LGBT、親子関係、育児など

新型コロナ感染症に関する
一般相談一覧

詳しくはコチラ→

○ いじめや差別・偏見の防止のためには、子ども一人一人が人権尊重の精神を身に付けることが大切です。
学校では、「お互いの違いや良さを認め、人権を尊重すること」「誰に対しても差別することや偏見を持つことなく公正、

公平にすること」などについて指導しています。
○ 学校では、子どもたちだけではなく、教職員間における差別や偏見が行われることがないよう、パワハラやセクハラなど
の様々なハラスメントの防止に取り組んでいます。

友人関係で悩ん
でいる、学校に
行きたくない…

男らしく、女
らしくしろと
言われても…

いじめられていて、
とてもつらい

　こちらの二次元コードを読み込んでいただき、お住まい
の地域の相談窓口にご連絡ください。

　　学校が子どもたちの健康・安全と学びを
確保する取組を進められるのも、保護者や
地域の皆様のご理解とご協力のおかげで
す。心より感謝申し上げます。
　　しかし、こうした取組を徹底しても社会か
ら感染リスクをゼロにすることはできません。
　　これからも、感染リスクと正しく向き合い、
家族ぐるみ、地域ぐるみの感染予防をお願
いします。
　　そして、皆様の周りで、感染した個人や
学校を特定し広めたり、感染した人と同じ
職場の人や医療従事者の方、その家族に
疑いを向けたりするなど差別や偏見、誹謗
中傷につながる言葉や行動を知った時に
は決して同調せず、そのようなことが起きな
いよう力を貸してください。

　　また、皆様や周りの人が子育ての不安や
悩みを抱えているとき、子どもたちが傷つい
ている様子に気づいたら、学校に相談したり、
自治体の相談窓口を頼ったりしてください。 
　　本格的な冬の季節に入ります。
　　北海道教育委員会では、今後も最新の
知見や科学的な情報に基づき、子どもたち
の安全を守りながら、「学びを止めない」
「心をつなぐ」活動を全力で進めてまいりま
す。
　　児童生徒、学校関係者、保護者、地域の
皆様のあたたかい心をつないで、この難局
を乗り越えていきましょう。

☏ 電話相談 0120-3882-56
✉ メール相談

doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
詳しくはコチラ→

子ども相談支援センター(無料、24時間対応）
サワヤカニ コール


